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論文審査の結果の要旨 

内視鏡的逆行性胆管膵管造影（ERCP）後に発症する膵炎（PEP）は重篤な合

併症になりうるため、以前より PEP 発症を予防するための様々な研究がなされ

ている。近年、ERCP で使用する造影剤を高浸透圧造影剤（HOCM）から等浸透

圧造影剤（IOCM）に変える取り組みがなされているが、実際に PEP 予防効果が

どの程度あるかは明らかでない。今回申請者は、ERCP 時の IOCM 使用による

PEP 発症予防効果を検討した。 

浜松医科大学医学部附属病院で 2012 年 6 月から 2020 年 12 月までに ERCP 検

査を行った患者のうち、HOCM としてアミドトリゾ酸を使用した症例 442 例

（HOCM 群）、IOCM としてイオジキサノールを使用した症例 398 例（IOCM 群）

を対象とした。傾向スコアマッチングを用いて両群の患者背景を揃えた上で、

PEP 発症の有無のほか、検査前後の血清アミラーゼ値を比較検討した。この研

究は、浜松医科大学臨床研究倫理委員会の承認を受け実施した（承認番号: 21- 

219）。 

傾向スコアマッチング後の各群 162 例ずつの比較では、PEP 発生率は HOCM

群で 10.5%、IOCM 群で 9.3%と両群で差を認めなかった（P = 0.714）。ERCP 後

の血清アミラーゼ値はHOCM群で350.6 (10 – 3941) ± 580.0 U/L、IOCM群で256.4 

(25 – 3092) ± 375.8 U/L であり（P = 0.082）、ERCP 前後の血清アミラーゼ値の差

については HOCM 群で 220.3 (-837 – 3836) ± 565.5 U/L、IOCM 群で 142.7 (-1168 – 

3028) ± 382.1 U/L（P = 0.072）であり、両群に差を認めなかった。入院期間や検

査後食事開始までの絶食期間についても両群で差を認めなかった。 

審査委員会では、患者背景の違いや結果の解釈などについて議論がなされ、

申請者より適切に回答がなされた。本研究によって IOCM による PEP の予防効

果が乏しいことを示した点を審査委員会は高く評価した。以上により、本論文

は博士（医学）の学位の授与にふさわしいと審査員全員一致で評価した。 
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